
徳島県におけるＩＣＴ活用工事
の取組状況等について

徳島県 県土整備部 建設管理課

DX徳島県
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１ 徳島県におけるICT活用工事の取組

○国の動向を注視し、順次、ＩＣＴ活用工事試行要領を拡充。

徳島県

本県の試行要領策定状況



DX

ＩＣＴ活用工事の実施状況

１ 徳島県におけるICT活用工事の取組 徳島県
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土工 舗装工 地盤改良工 実施率

・令和４年度の県工事におけるＩＣＴ活用工事は、対象件数８４件のうち、５２％の４４件で実施
・ＩＣＴ活用工事の実施率は着実に増加

（率）（件数）



DX

徳島県ＩＣＴ試行要領対象において

『土工』金額要件(3,000万円)撤廃
『小規模土工』『土工1,000ｍ３未満』を追加

～ＩＣＴ小規模土工～

・１箇所当りの施工土量が100m3程度までの掘削、積込み及びそれらに伴う運搬作業
・１箇所当りの施工土量が100m3程度まで、又は平均施工幅1m未満の床掘り及び、
それに伴う埋戻し、舗装版破砕積込（舗装厚5cm以内）、運搬作業

～ＩＣＴ土工1,000m3未満～

・土工量が1,000m3未満

２ 徳島県におけるICT普及に係る取組 徳島県

試行要領対象工種の拡大（令和５年度～）

⇒中小規模工事において、ＩＣＴ活用普及へ



DX

ICT活用工種（小規模土工）等の拡大により、受け口の整備完了

→中小規模の事業者が現場で活用できるかが課題

→職層毎に分けたＩＣＴ講習会の実施

○ＩＣＴ技術講習会（オンライン開催）
○ＩＣＴ活用現場講習会（県内現場にて小規模機械デモ）

２ 徳島県におけるICT普及に係る取組 徳島県

普及促進に向けた講習会

○ＩＣＴ活用トップセミナー
○建設業経営者支援セミナー

～実務担当者向け～

～経営者層向け～

<開催実績>



２ 徳島県におけるICT普及に係る取組

【参加者】県内建設企業、県職員、市町村職員
【会 場】オンライン

徳島県

実務担当者向け現場技術講習会①



２ 徳島県におけるICT普及に係る取組

実務担当者向け現場技術講習会②
【参加者】県内建設企業、県職員、市町村職員
【会 場】徳島県鳴門合同庁舎 及び 河川工事現場（県工事）

徳島県

小規模ＩＣＴ建機３Ｄ ＣＡＤ作成

ワンマン測量体験



DX２ 徳島県におけるICT普及に係る取組 徳島県

経営者層向け講習会

【参加者】県内建設企業（経営者・経営幹部・管理者）

（株）フクザワコーポレーション
代表取締役福澤直樹氏

徳島県よろず支援拠点
チーフコーディネーター 久住武司 氏

【Ｒ４】
ＩＣＴ活用トップセミナー

【Ｒ５】
建設業経営者支援セミナー

（株）体旺

代表取締役 越智 雅一氏



DX

徳島県優良企業表彰において

『i-Construction優良企業表彰』を創設

ICTを積極的に活用し、顕著な功績を上げている者

○知事賞 １者
○県土整備部長賞 ２者

２ 徳島県におけるICT普及に係る取組 徳島県

<参考>表彰実績

表彰制度①（令和２年度～）

Ｒ３

○知事賞 １者
○県土整備部長賞 １者

Ｒ４



DX

徳島県優良工事表彰において

『ＩＣＴ活用工事部門』を追加

・請負額1,000万円以上・工事成績80点以上
・前年度にしゅん工した工事のすべての工事成績が65点以上 等

１ 一般土木工事部門

２ 建築・設備工事部門

３ 地下・水中構造物工事部門

４ 維持補修工事部門

５ ＩＣＴ活用工事部門（Ｒ３追加）

６ 難工事部門

<参考>表彰部門

２ 徳島県におけるICT普及に係る取組 徳島県

表彰制度②（令和３年度～）



２ 徳島県におけるICT普及に係る取組 徳島県

ICTアドバイザー制度（令和４年度～）

受注者・発注者が持つ疑問点や課題などについて、

経験者からアドバイス

○県内建設企業・コンサルタント等

○１１社（１４名）

<参考>Ｒ５アドバイザー認定実績

＜ICTアドバイザー連絡会議＞



DXDX３ 今後の取組予定 徳島県

①ICT活用工事の工種拡大
ICT舗装工（修繕工）、ICT構造物工等

②講習会等の開催

各関係団体と連携し講習会等を開催

③発注者指定型の導入検討

建設現場でのICTの普及・促進を図る



ご清聴ありがとうございました。



香川県ICT施工の取り組み事例

香川県土木部技術企画課

令和５年１１月２日
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香川県におけるICT活用工事の取り組み

ＩＣＴ活用工事試行要領策定状況

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
令和6年度

以降

ICT土工（1,000m3以上）

ICT舗装工（2,000m2以上）

ICT作業土工（床堀）

ICT付帯構造物設置工

制度導入（協議型、簡易型制度の導入）

法面工（500m2以上）

ICT舗装工（修繕工）

砂防土工追加

簡易型の追加（内製化）

働き方改革推進賞の創設

土工
（1,000m3未満）



香川県におけるICT活用工事の取り組み

簡易型制度（一部の段階での施工を可とする）

協議型制度

Ⅰ：③または④のいずれかを実施すること（令和2年4月）
Ⅱ：②及び⑤を必須とし、②は受注者自らが実施すること（令和4年4月）

①３次元起工測量 ②３次元設計データ作成
③ＩＣＴ建設機械による施工 ④３次元出来形管理等の施工管理
⑤３次元データの納品

ＩＣＴ活用工事として発注された工事以外においても、受注者が、契約後に
ICT 施工技術の活用を希望する場合、発注者は実施内容について検討し、
その適否を判断し、適用された場合は、ICT 活用工事として設定し、施工
者希望型と同様の扱いとする。

ＩＣＴ活用工事試行要領策定状況



平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
対象 実施 対象 実施 対象 実施 対象 実施 対象 実施 対象 実施

土工 10 2 10 4 18 4 32 18 46 32 15 2
舗装工 8 4 12 4 9 2 3 0 0 0
砂防土工 5 2 13 6 8 4 4 1
法面工 8 6 14 12 2 1

舗装修繕工 0 0 0 0
計 10 2 18 8 35 10 62 32 71 48 21 4

実施率 20% 44% 29% 52% 68% 19%
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平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

土工 舗装工 砂防土工 法面工 実施率

令和４年度：施工者希望型で48件（土工36件、法面工12件）を施工

ＩＣＴ活用工事実施状況
工
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構成：国土交通省、香川県、関係業界団体
内容：取組み紹介、意見交換

香川県におけるICT活用工事の取り組み

香川県ＩＣＴ活用工事支援連絡協議会

（第１回 令和２年１月２９日）
（第２回 令和３年１月２６日）
（第３回 令和４年１月２８日）
（第４回 令和５年２月２日）

構成：香川県、県内建設業経営者
内容：先進企業による講演

香川県ＩＣＴ活用工事トップセミナー

（第１回 令和３年１月２６日）
（第２回 令和４年３月１５日）
（第３回 令和５年２月２日）



香川県における小規模な現場での
ICT活用工事の取り組み

講習会や研修の開催

講習・研修名 対象者 内容 実施日

ICT活用工事講習会

受注者
（建設業者）

ICT導入に向けた
はじめの一歩

令和５年５月１２日
オンライン

ICT活用工事講習会

３次元設計データ作成
測量体験

令和５年６月２１日～２３日
３会場（中讃・小豆・高松）

ICT活用工事講習会
令和５年１０月１１日～１３日
３会場（中讃・西讃・長尾）

ICT活用工事に
関する研修

（発注者向け）

発注者
（県・市町）

試行要領、積算等
令和５年９月１日

オンライン



課題及び
今後の取組みについて

現場技術者を対象とした施工技術に関する取組み
監督員を対象としたスキルアップに関する取組み

・講習会等の継続した開催
・ICT活用未実施業者にアンケート調査を依頼し、集約後、
試行要領の改定検討

企業経営者を対象とした意識改革に関する取組み

・i-Construction大賞受賞企業等による研修会を開催

ICT施工のより一層の普及・促進を図る

小規模な現場での活用事例がない

・制度の周知不足

課
題

今
後
の
取
組
み



ご清聴ありがとうございました。
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建設産業におけるＩＣＴ導入状況や課題についてICT活用工事の取組
１ ICT活用モデル工事
【概要】
・対象工事：土工 － 1,000m3以上の土工量を含む工事

舗装工－ 3,000m2以上の施工量を含む工事
など

・活用内容：全面活用、部分活用
・発注方式：発注者指定型、受注者希望型
・ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ：工事成績評定で評価
・補助施策：地域モデル（建設業者と測量設計業者のマッチング）
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・経営者向け講習会（ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ）
・実務担当者向け講習会

3次元設計ﾃﾞｰﾀの作成・活用体験
・業界団体主催講習会

県の取組や効果事例紹介
・ICT機器等購入の助成
・PR動画

ICT導入をきっかけに
完全週休２日を実現した企業紹介

・工事監督のリモート化の導入促進
受注者にウェアラブルカメラを貸出

２ 啓発活動

1

PR動画

建設業協会会員企業へのアンケート結果等（R4末時点）

39

％

ICT活用状況

活用したことがある 活用したことがない

N=332社
回答率
76.3%
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建設工事におけるICT導入促進のための講習会
（愛媛県ICT活用工事トップセミナー）

令和４年10月26日～28日の３日間、県内３会場で建設工事における

ＩＣＴに対する正しい理解と実情に合ったＩＣＴ導入促進をテーマ

とした建設関連企業経営者向けの講習会を開催し、171名の参加者

がICT活用について理解を深めた。

講 習 内 容
（１）ICTの全面的な活用に向けた取組について
（２）取組事例の紹介
（３）建設工事におけるICT活用について
（４）パネルディスカッション

開催状況

愛媛県ＩＣＴ活用工事トップセミナー

※令和５年度は小規模工事におけるICT活用をテーマとして
１１月７日に開催予定

2



愛媛県地域の守り手力強化事業
（H30～R1：愛媛県建設産業経営革新等助成事業）

ＩＣＴ機器の購入費等助成
対象経費の１／２以内（上限２００万円）

ＩＣＴ活用に対する助成事業

3



建設産業におけるＩＣＴ導入状況や課題について課題と今後の対応

4

【動機づけ】
・ 小規模工事に対応した実施要領等の策定

・ウェアラブルカメラの貸出（継続）

【啓発･人材育成】
・経営者向け講習会（愛媛県ICT活用工事ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ）

小規模工事をテーマにした講習など

・業界主催講習会での地元先進業者の取組紹介

【助成】
・ICT機器等購入の助成（継続）

課題 今後の対応

建設業協会会員企業へのアンケート結果
（R4末時点）

42

％

18％

15％

8％

17％

ICT活用の課題

N=282社
初期投資 117社
人材育成 51社
３次元設計データの作成 43社
モデル工事が少ない 22社
分からない 49社

（活用したことがない業者（複数回答））

・市町工事での普及

・小規模工事に対応した実施要領が未策定
（対象範囲の設定と費用負担）

・下位等級企業（小規模工事を受注する業者）
への普及

・技術者の育成と設備投資

・小規模工事に対応した歩掛が土木工事標準
積算基準に未掲載



第７回四国ICT施工活用促進部会

小規模工事のICT活用に向けた課題と取り組み

高知県土木部技術管理課

令和５年10月

s883472
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１

高知県のＩＣＴ活用工事　試行要領の制定状況(令和５年10月版)

小規模土工については、令和４年７月に試行要領を制定
ICT土工1,000m3未満については、令和４年８月に試行要領を制定



２



３

令和４年度
 小規模土工の実施件数４件
 土工1,000m未満の実施件数22件

高知県のＩＣＴ活用工事の実施状況



３

令和４年度実施工事（小規模土工、ICT土工1,000m3未満）について

・ ICT小規模土工 ・ ICT土工1,000m3未満

2
2

513

請負金額毎の実施件数

1億円以上2億円未満 7.5千円以上1億円未満

5千万円以上7.5千万円未満 5千万円未満



３

ICT活用工事（小規模工事を含め全般）の課題・問題

県工事
　・ （発注者）積算、監督、検査に不慣れ
　・ （発注者）積算において、見積対応の手間
　・ （発注者）費用対効果の判断が困難
　・ （受注者）ICT導入費用の負担

市町村工事（現時点で、実施件数は0件）
　・ 県工事における課題・問題
　　　　　　　+
　・ （発注者）職員（技術系）の不足
　・ （受注者）会社が小規模（資本面・人材面）



３

ICT活用工事（小規模工事を含め全般）の課題・問題

県工事
　・ （発注者）積算、監督、検査に不慣れ
　・ （発注者）積算において、見積対応の手間
　・ （発注者）費用対効果の判断が困難
　・ （受注者）ICT導入費用の負担

市町村工事（現時点で、実施件数は0件）
　・ 県工事における課題・問題
　　　　　　　+
　・ （発注者）職員（技術系）の不足
　・ （受注者）会社が小規模（資本面・人材面）

研修会を開催・相談への対応

導入費用の補助（R3年度・R4年度）

建設業者向け研修会を開催



ICT活用工事の普及促進への取り組み

４

研修名：i-Construction講座
開催日：11/２　
開催数：１回(WEB)
対象：県内建設業者　経営者
講師：四国地方整備局・県内企業

研修名：ＩＣＴトップランナー研修会

開催日：12月上旬　
開催数：1回(現地,WEB併用)
対象：県内建設業者
講師：日本建設機械施工協会等

研修名：ＩＣＴ技術研修会（はじめの一歩体験会）

開催日：６/７～９
開催数：３回(現地)
対象：県内建設業者
講師：測器・ｿﾌﾄｳｪｱﾒｰｶｰ

研修名：ＩＣＴ研修会

開催日：10/18～26
開催数：４回(現地)
対象：県内建設業者
講師：測器・ｿﾌﾄｳｪｱﾒｰｶｰ

研修名：デジタル補助金事業による現場見学会

開催日：令和６年度末まで
開催数：今後27業者により開催(現地）
対象：県内建設業者
講師：デジタル補助金事業補助対象業者

研修名：ICT活用工事発注者研修会

開催日：調整中
開催数：１回(WEB)
対象：高知県・市町村職員
講師：高知県

※小規模現場や
　普段使い向け研修

（研修会の開催）



＜デジタル化促進モデル事業の実施内容＞ 導入機器：自動追尾型ＴＳ（杭ナビ）、３次元設計データ作成ソフト（ｻｲﾃｯｸ３Ｄ）

施工者のコメント

＜工事概要＞ 工  事  名：令和４年度　県道四国カルスト公園線社会資本整備総合交付金工事
請負代金：56,650,000円、工期：令和４年3月18日～令和４年10月30日

土工V=890m3、圧縮補強土工N=51本、重力式擁壁工L=19.0m V=18m3、
山留練石積擁壁L=44.8ｍ A=173m2

　新技術に対し何となく猥
雑で、煩わしく感じていた
のですが、経験することで
スキルが向上していくのを
実感し、また、現場の作業
効率にも一定の効果を感じ
られた。

　今後は、さらなるスキル
アップはもとより、ICT作業
に理解の乏しい高齢作業
員等にも利便性及び正確
性を体感してもらえるよう
教育・指導に力を入れてい
きたい。

施工者の評価
プロセス 使用機械等 従来 ＩＣＴ 効果 評価

3次元起工測量 レーザ－スキャナ 4人･日 2人･日 -50%

既知点測量については従来どおり行ったが、特に作業時間が変
わったのは横断測量であった。従来の横断測量では、各測点ごとに
横断線をとる際に多くの作業時間や作業人数が必要であったが、３
次元起工測量を行うことで、大きく削減された。

3次元設計データ 内製化 ３人･日
(測量計算等)

2人･日 -33% 各作業ごとの測量計算書作成が不要となったため、工期全体をと
おしての手間や経費が大きく削減された。

ＩＣＴ施工 ＭＧバックホウ 30人･日 24人･日 -20%
施工に必要な日数の差異は左のとおりで、掘削作業中の管理作業
員が不要となったため、掘削日数及び必要な作業員の人数が大き
く削減された。

3次元出来形管理 レーザ－スキャナ 2人･日 1人･日 -50%

従来は、各管理測点ごとの出来形管理が必要であったが、3Dス
キャンを行うことにより、一括で出来形の計測ができるため、作業日
数の削減はもとより、主要測点のみではなく工区全体の品質向上
にもつながった。

合計 39人･日 29人･日 -26%

＜平面図＞ ＩＣＴ建機３次元設計データ３次元地形データ

建設業デジタル化促進モデル事業による効果 

ICT土工1,000m3未満
ICT擁壁工を実施



建設業デジタル化促進モデル事業による効果

＜デジタル化促進モデル事業の実施内容＞ 導入機器：自動追尾型ＴＳ（杭ナビ）、３次元設計データ作成ソフト（SiTECH3D）

施工者のコメント

＜工事概要＞ 工  事  名：令和３年度　長浜572 号線　歩道整備工事
請負代金：17,848,600円、工期：令和３年９月17日～令和４年２月27日
重力式擁壁工 L = 60.0m ブロック積工 L = 70.1m

　今回導入した杭ナビを本
工事で初めて使用しました
が、出来型管理だけでなく
日々の掘削や型枠の位置
出し等、色々な場面で活躍
してくれました。
3次元設計データさえきちん
と出来ていれば現場作業は
格段に効率よく出来るように
なる為、これからも積極的に
使っていきたいと思います。

施工者の評価

プロセス 使用機械等 従来 ＩＣＴ 効果 評価

3次元起工測量 従来通り - - - -
3次元設計デー

タ
SiTECH3D

（今回購入）
３人･日 ３人･日 ０% 3次元設計データ作成は、初めてであり時間を要

したが、慣れると短縮可能となる。

ＩＣＴ施工 従来通り - - - -
3次元出来形管

理
杭ナビ

（今回購入）
１人･日 0.3人･日 -70% 出来形測量にかかる人役を削減することができ、

時間短縮ができた。（２人→１人）

合計 - ４人･日 3.3人･日 -18% 現場管理の負担が軽減できた。

＜自動追尾型TS計測＞

＜施工前＞

＜自動追尾型TS計測＞

＜完成＞

導入機器を普段使い




